
10

20

JP 2025-510000 A 2025.4.11

(19)日本国特許庁(JP) (12)公表特許公報(A) (11)公表番号　　
特表2025-510000
(P2025-510000A)

(43)公表日　令和7年4月11日(2025.4.11)

(54)【発明の名称】　アクセスシースシステム装置及び方法

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｍ 25/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｍ 25/06 ５５６ 　　　

(21)出願番号　 特願2024-556205(P2024-556205)
(86)(22)出願日　 令和5年3月21日(2023.3.21)
(85)翻訳文提出日　 令和6年11月19日(2024.11.19)
(86)国際出願番号　 PCT/US2023/064772
(87)国際公開番号　 WO2023/183808
(87)国際公開日　 令和5年9月28日(2023.9.28)
(31)優先権主張番号　63/322,065
(32)優先日　 令和4年3月21日(2022.3.21)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

米国(US)
(81)指定国・地域　 AP(BW,CV,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ 

,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW), 
EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,TM),EP( 
AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES, 
FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV 

最終頁に続く

(71)出願人　 510015338
シルク・ロード・メディカル・インコー 
ポレイテッド
ＳＩＬＫ  ＲＯＡＤ  ＭＥＤＩＣＡＬ，  
ＩＮＣ．
アメリカ合衆国９４０８９カリフォルニ 
ア州サニーベール、インスブルック・ド 
ライブ１２１３

(74)代理人　 100105957
弁理士　恩田  誠

(74)代理人　 100068755
弁理士　恩田  博宣

(74)代理人　 100142907
弁理士　本田  淳

(72)発明者　 テゲルス，ザック
最終頁に続く

テーマコード（参考）
　４Ｃ２６７

(57)【要約】
アクセスシースと拡張器とを備えるアクセスシースシス 
テムを提供する。例えば、アクセスシースは、動脈に導 
入されるようにサイズ及び形状が設計され、非外傷性表 
面を有する保護的遠位端を含むことができる。拡張器は 
、非外傷性先端とガイドシースとを備える。非外傷性先 
端は、ガイドシースのシース通路に沿って延びるように 
形成され近位部分と、遠位のテーパ状面を有する遠位部 
分とを含むことができる。非外傷性先端は、ガイドシー 
スの遠位端と係合し、ガイドシースの遠位端の少なくと 
も一部を覆うように形成されて、ガイドシースの遠位端 
から動脈を保護する。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全22頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ク セ ス シ ー ス と 、 拡 張 器 と を 備 え 、
　 前 記 ア ク セ ス シ ー ス は 、
　 　 動 脈 に 導 入 さ れ る よ う に サ イ ズ 及 び 形 状 が 設 計 さ れ た 細 長 い シ ー ス 本 体 と 、
　 　 非 外 傷 性 表 面 を 有 す る 保 護 的 遠 位 端 と 、
　 を 備 え 、
　 　 前 記 細 長 い シ ー ス 本 体 は 、 近 位 シ ー ス 端 と 遠 位 シ ー ス 端 と の 間 で 延 び る 内 腔 を 含 み 、
　 前 記 拡 張 器 は 、 非 外 傷 性 先 端 と ガ イ ド シ ー ス と を 備 え 、
　 　 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 近 位 部 分 と 遠 位 部 分 と を 有 し 、
　 　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 前 記 近 位 部 分 は 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の シ ー ス 通 路 に 沿 っ て 延 び る  
よ う に 形 成 さ れ 、
　 　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 前 記 遠 位 部 分 は 、 遠 位 の テ ー パ 状 面 を 備 え 、
　 　 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 と 係 合 し 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記  
遠 位 端 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 か ら 前  
記 動 脈 を 保 護 す る 、
　 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 拡 張 器 通 路 に 沿 っ て 延 び る よ う に サ イ ズ 設 計 さ れ た ガ イ  
ド ワ イ ヤ を 更 に 備 え る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 拡 張 器 の 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 を 含 む 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 近 位 段 付 き 面 を 含 み 、
　 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン が 膨 張 状 態 に あ る と き に 前 記 ガ イ ド シ ー  
ス の 前 記 遠 位 端 に 係 合 し 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 第 １ の 外 径 を 有 す る 近 位 セ ク シ ョ ン と 、 第 ２ の 外  
径 を 有 す る 遠 位 セ ク シ ョ ン と を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 外 径 は 前 記 第 ２ の 外 径 よ り も 小 さ く 、 前 記 近 位 セ ク シ ョ ン は 前 記 シ ー ス 通 路  
に 結 合 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 前 記 拡 張 器 の 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と を 形 成 す る よ う に 、 前 記  
ガ イ ド シ ー ス に 対 し て 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 長 手 軸 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 位 置 に お い て 、
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 面 が 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 に 係 合 し 、 少 な く と も 部 分  
的 に 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 を 覆 う 、
　 請 求 項 ６ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 近 位 面 は 、 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 前 記 近 位 段 付 き 面 の 一 部 で あ り 、
　 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 テ ー パ 状 面 の 近 位 に あ る 、
　 請 求 項 ７ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 拡 張 器 が 第 ２ の 位 置 に あ る と き 、 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠  
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位 端 か ら 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 、
　 請 求 項 ８ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ の 位 置 に お い て 、
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 柔 軟 な 延 長 部 が 半 径 方 向 に 拡 張 さ れ 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位  
端 の 外 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 、
　 請 求 項 ６ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ア ク セ ス シ ー ス の 前 記 シ ー ス 本 体 は 、 少 な く と も １ つ の ア ー ム を 含 み 、
　 少 な く と も １ つ の 前 記 ア ー ム は 、 前 記 シ ー ス 本 体 の 長 手 軸 か ら 離 れ る 方 向 に 引 っ 張 ら れ  
る と 前 記 シ ー ス 本 体 を 複 数 の 部 分 に 分 離 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム で 使 用 す る 拡 張 器 で あ っ て 、
　 シ ー ス 通 路 を 有 す る ガ イ ド シ ー ス と 、 非 外 傷 性 先 端 と を 備 え 、
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 近 位 部 分 と 遠 位 部 分 と を 有 し 、 前 記 近 位 部 分 は 前 記 シ ー ス 通 路 に  
沿 っ て 延 び る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 前 記 遠 位 部 分 は 遠 位 の テ ー パ 状 面 を 含  
み 、
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 と 係 合 す る よ う に 形 成 さ れ 、 前 記 ガ イ  
ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 か ら 動 脈 を 保 護 す る 、
　 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 拡 張 器 通 路 を 含 み 、
　 前 記 拡 張 器 通 路 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 前 記 非 外 傷 性 先 端 に 沿 っ て 延 び 、 前 記 非 外 傷 性 先 端  
を 通 る こ と を 可 能 に す る 、
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 拡 張 器 の 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 を 含 む 、
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 近 位 段 付 き 面 を 含 み 、
　 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン が 膨 張 状 態 に あ る と き に 前 記 ガ イ ド シ ー  
ス の 前 記 遠 位 端 に 係 合 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 第 １ の 外 径 を 有 す る 近 位 セ ク シ ョ ン と 、 第 ２ の 外  
径 を 有 す る 遠 位 セ ク シ ョ ン と を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 外 径 は 前 記 第 ２ の 外 径 よ り も 小 さ く 、 前 記 近 位 セ ク シ ョ ン は 前 記 シ ー ス 通 路  
に 結 合 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と を 形 成 す る よ う に 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス  
に 対 し て 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 長 手 軸 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の 位 置 に お い て 、
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 面 が 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 に 係 合 し 、 少 な く と も 部 分  
的 に 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 を 覆 う 、
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
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　 前 記 近 位 面 は 、 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 前 記 近 位 段 付 き 面 の 一 部 で あ り 、
　 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 テ ー パ 状 面 の 近 位 に あ る 、
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 拡 張 器 が 第 ２ の 位 置 に あ る と き 、 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠  
位 端 か ら 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 、
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 ２ の 位 置 に お い て 、
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 柔 軟 な 延 長 部 が 半 径 方 向 に 拡 張 さ れ 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位  
端 の 外 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 、
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 拡 張 器 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ア ク セ ス シ ー ス を 動 脈 内 に 前 進 さ せ る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 ア ク セ ス シ ー ス は 、 非 外  
傷 性 表 面 を 有 す る 保 護 的 遠 位 端 を 備 え 、 細 長 い シ ー ス 本 体 は 、 近 位 シ ー ス 端 と 遠 位 シ ー ス  
端 と の 間 で 延 び る 内 腔 を 備 え る 、 前 記 ア ク セ ス シ ー ス を 動 脈 内 に 前 進 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ア ク セ ス シ ー ス の 前 記 内 腔 に 沿 っ て 拡 張 器 を 前 進 さ せ る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 拡  
張 器 は 非 外 傷 性 先 端 と ガ イ ド シ ー ス と を 備 え 、 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 近 位 部 分 と 遠 位 部 分 と  
を 有 し 、 前 記 近 位 部 分 は 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の シ ー ス 通 路 に 沿 っ て 延 び る よ う に 形 成 さ れ  
、 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 前 記 遠 位 部 分 は 、 遠 位 の テ ー パ 状 面 を 備 え 、 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 前  
記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 と 係 合 し 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 の 少 な く と も 一 部  
を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 か ら 前 記 動 脈 を 保 護 す る 、 前 記  
ア ク セ ス シ ー ス の 前 記 内 腔 に 沿 っ て 拡 張 器 を 前 進 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む 、
　 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 拡 張 器 通 路 に 沿 っ て ガ イ ド ワ イ ヤ を 前 進 さ せ る ス テ ッ プ を 更 に 含 む  
、
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 拡 張 器 の 前 記 非 外 傷 性 先 端 は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 を 含 む 、
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 近 位 段 付 き 面 を 含 み 、
　 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン が 膨 張 状 態 に あ る と き に 前 記 ガ イ ド シ ー  
ス の 前 記 遠 位 端 に 係 合 し 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 第 １ の 外 径 を 有 す る 近 位 セ ク シ ョ ン と 、 第 ２ の 外  
径 を 有 す る 遠 位 セ ク シ ョ ン と を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 外 径 は 前 記 第 ２ の 外 径 よ り も 小 さ く 、 前 記 近 位 セ ク シ ョ ン は 前 記 シ ー ス 通 路  
に 結 合 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 を 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス に 対 し て 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 長 手 軸 に 沿 っ て  
移 動 さ せ て 、 第 １ の 位 置 又 は 第 ２ の 位 置 を 形 成 す る ス テ ッ プ を 更 に 含 む 、
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 第 １ の 位 置 に お い て 、
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 面 が 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 に 係 合 し 、 少 な く と も 部 分  
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的 に 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位 端 を 覆 う 、
　 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 近 位 面 は 、 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 前 記 近 位 段 付 き 面 の 一 部 で あ り 、
　 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 テ ー パ 状 面 の 近 位 に あ る 、
　 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 拡 張 器 が 第 ２ の 位 置 に あ る と き 、 前 記 近 位 段 付 き 面 は 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠  
位 端 か ら 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 、
　 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 第 ２ の 位 置 に お い て 、
　 前 記 非 外 傷 性 先 端 の 柔 軟 な 延 長 部 が 半 径 方 向 に 拡 張 さ れ 、 前 記 ガ イ ド シ ー ス の 前 記 遠 位  
端 の 外 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 、
　 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 ア ク セ ス シ ー ス の 前 記 シ ー ス 本 体 は 、 少 な く と も １ つ の ア ー ム を 含 み 、
　 少 な く と も １ つ の 前 記 ア ー ム は 、 前 記 シ ー ス 本 体 の 長 手 軸 か ら 離 れ る 方 向 に 引 っ 張 ら れ  
る と 前 記 シ ー ス 本 体 を 複 数 の 部 分 に 分 離 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 関 連 出 願 の 相 互 参 照 ）
　 本 出 願 は 、 「 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム 装 置 及 び 方 法 」 を 題 と し て 、 ２ ０ ２ ２ 年 ３ 月 ２ １  
日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 出 願 第 ６ ３ ／ ３ ２ ２ ， ０ ６ ５ 号 に 基 づ く 優 先 権 を 主 張 し 、 そ の 全 体  
が 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 血 管 疾 患 、 例 え ば 、 狭 窄 、 閉 塞 、 動 脈 瘤 、 瘻 孔 な ど を 治 療 す る た め に 介 入 処 置 が 行 わ れ  
る 。 介 入 処 置 は 、 血 管 を 介 し て ア ク セ ス 可 能 な 臓 器 又 は 組 織 タ ー ゲ ッ ト に 対 し て 処 置 を 実  
行 す る た め に も 使 用 、 例 え ば 、 神 経 伝 導 に 介 入 す る た め の 組 織 の 除 神 経 又 は ア ブ レ ー シ ョ  
ン 、 腫 瘍 又 は 他 の 組 織 へ の 血 流 を 制 限 す る た め の 血 管 塞 栓 術 、 治 療 又 は 診 断 の 目 的 で 血 管  
内 又 は 血 管 外 タ ー ゲ ッ ト に 薬 、 造 影 剤 、 又 は そ の 他 の 薬 剤 の 送 達 な ど が 挙 げ ら れ る 。 介 入  
処 置 は 通 常 、 冠 状 動 脈 、 神 経 血 管 、 末 梢 血 管 の カ テ ゴ リ に 分 類 さ れ る 。 ほ と ん ど の 処 置 は  
、 動 脈 ア ク セ ス 部 位 を 介 し て 動 脈 系 で 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 処 置 を 実 行 す る た め の 、 動 脈 に ア ク セ ス す る 方 法 は 十 分 に 確 立 さ れ て お り 、 経  
皮 的 ア ク セ ス と 外 科 的 切 開 と の ２ つ の 大 ま か な カ テ ゴ リ に 分 類 さ れ る 。 介 入 処 置 の 大 半 は  
経 皮 的 ア ク セ ス を 利 用 し て い る 。 こ の ア ク セ ス 方 法 で は 、 針 で 皮 膚 を 穿 刺 し 、 皮 下 組 織 及  
び 筋 肉 層 を 通 り 、 血 管 壁 を 経 て 血 管 内 に 到 達 す る 。 血 管 超 音 波 は 、 血 管 及 び 周 囲 の 構 造 を  
画 像 化 し 、 血 管 へ の 針 の 正 確 な 挿 入 を 容 易 に す る た め に よ く 利 用 さ れ る 。 場 合 に よ っ て は  
、 マ イ ク ロ 穿 刺 又 は マ イ ク ロ ア ク セ ス 技 術 が 利 用 さ れ 、 最 初 に 小 ゲ ー ジ の 針 で 血 管 に ア ク  
セ ス し 、 続 い て ４ Ｆ マ イ ク ロ 穿 刺 カ ニ ュ ー レ で 血 管 を 拡 張 し 、 そ の カ ニ ュ ー レ を 通 し て シ  
ー ス ガ イ ド ワ イ ヤ を 配 置 す る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ が 配 置 さ れ た ら 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 介 し て ア ク  
セ ス シ ー ス 及 び シ ー ス 拡 張 器 を 動 脈 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 外 科 的 切 開 で は 、 皮 膚 を 切 開 し 、 タ ー ゲ ッ ト 動 脈 の レ ベ ル ま で 組 織 を 切 除 す る 。 動 脈 の  
サ イ ズ 及 び ア ク セ ス 装 置 の サ イ ズ に 応 じ て 、 刃 で 血 管 壁 を 切 開 す る か 、 又 は ア ク セ ス 針 で  
直 接 に 血 管 壁 を 穿 刺 し 、 そ の 針 を 通 し て シ ー ス ガ イ ド ワ イ ヤ を 配 置 す る 。 上 記 の よ う に 、  
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ア ク セ ス シ ー ス 及 び シ ー ス 拡 張 器 は シ ー ス ガ イ ド ワ イ ヤ を 介 し て 動 脈 に 挿 入 さ れ る 。 ア ク  
セ ス シ ー ス が 配 置 さ れ た ら 、 拡 張 器 及 び シ ー ス ガ イ ド ワ イ ヤ が 取 り 外 さ れ る 。 現 在 で は 、  
ア ク セ ス シ ー ス を 介 し て デ バ イ ス を 動 脈 内 に 導 入 し 、 標 準 的 な 介 入 技 術 及 び 透 視 法 を 使 用  
し て デ バ イ ス を タ ー ゲ ッ ト 部 位 ま で 進 め て 処 置 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 タ ー ゲ ッ ト 部 位 へ の ア ク セ ス は 、 皮 膚 か ら 進 入 さ れ る 動 脈 ア ク セ ス 部 位 か ら 達 成 さ れ る  
。 例 え ば 、 一 部 の 血 管 内 デ バ イ ス は 、 大 腿 動 脈 の ア ク セ ス 部 位 に 特 化 し て 設 計 さ れ る 。 ま  
た 、 そ の 他 の ア ク セ ス 部 位 に は 、 橈 骨 動 脈 、 上 腕 動 脈 、 頸 動 脈 、 腋 窩 動 脈 な ど が あ る 。 こ  
れ ら の ア ク セ ス 部 位 に は 、 大 腿 動 脈 に 比 べ て 小 さ な 動 脈 が 関 与 し 、 曲 が り く ね っ た 部 分 や  
、 ア ク セ ス 部 位 と タ ー ゲ ッ ト 部 位 と の 間 に あ る 程 度 の 距 離 が 含 ま れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 血 管 に ア ク セ ス デ バ イ ス を 挿 入 す る と き の 懸 念 及 び 潜 在 的 な 問 題 と し て は 、 血 管 に 望 ま  
し く な い 損 傷 を 引 き 起 こ す こ と が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 穿 刺 拡 大 及 び 血 管 へ の ア ク セ ス 中  
に 、 硬 く て 角 度 の 付 い た 遠 位 端 、 及 び ／ 又 は 鋭 い 遠 位 端 を 含 む ア ク セ ス シ ー ス が 使 用 さ れ  
る こ と が あ り 、 こ れ ら は 血 管 の 解 離 及 び ／ 又 は 損 傷 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る 。 こ の よ う  
な 血 管 の 解 離 や 損 傷 は 手 術 合 併 症 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ り 、 患 者 に 危 害 を 及 ぼ し 、 処 置  
を 長 引 か せ る 場 合 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 主 題 の 側 面 は 、 拡 張 器 の 様 々 な 実 施 形 態 を 含 む ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム の 実 施  
形 態 を 含 む こ と が で き る 。 一 態 様 で は 、 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム は 、 動 脈 に 導 入 さ れ る よ  
う に サ イ ズ 及 び 形 状 が 設 計 さ れ た 細 長 い シ ー ス 本 体 を 含 む ア ク セ ス シ ー ス を 含 む 。 当 該 ア  
ク セ ス シ ー ス は 、 非 外 傷 性 表 面 を 有 す る 保 護 的 遠 位 端 を 含 む こ と が で き 、 細 長 い シ ー ス 本  
体 は 、 近 位 シ ー ス 端 と 遠 位 シ ー ス 端 と の 間 で 延 び る 内 腔 を 含 む こ と が で き る 。 ア ク セ ス シ  
ー ス シ ス テ ム は 、 非 外 傷 性 先 端 と ガ イ ド シ ー ス と を 含 む 拡 張 器 を 更 に 含 む こ と が で き る 。  
非 外 傷 性 先 端 は 、 近 位 部 分 と 遠 位 部 分 と を 含 む こ と が で き る 。 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 部 分 は  
、 ガ イ ド シ ー ス の シ ー ス 通 路 に 沿 っ て 延 び る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 非 外 傷 性 先 端  
の 遠 位 部 分 は 、 遠 位 の テ ー パ 状 面 を 含 む こ と が で き 、 非 外 傷 性 先 端 は 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠  
位 端 と 係 合 し 、 少 な く と も 部 分 的 に ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て 、 ガ イ  
ド シ ー ス の 遠 位 端 か ら 動 脈 を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 い く つ か の バ リ エ ー シ ョ ン で は 、 以 下 の 特 徴 の １ つ 以 上 を 、 任 意 の 実 現 可 能 な 組 み 合 わ  
せ で オ プ シ ョ ン 的 に 含 め る こ と が で き る 。 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム は 、 少 な く と も 非 外 傷  
性 先 端 の 拡 張 器 通 路 に 沿 っ て 延 び る よ う に サ イ ズ 設 計 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ を 更 に 含 む こ と  
が で き る 。 拡 張 器 の 非 外 傷 性 先 端 は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 を 含 む こ と が で き る 。  
膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン が 膨 張 状 態 に あ る と き に 、 ガ イ ド シ  
ー ス の 遠 位 端 と 係 合 し て そ れ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た 近 位 段 付 き 面 を 含 む こ と が で き る 。  
膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 第 １ の 外 径 を 有 す る 近 位 セ ク シ ョ ン と 、 第 ２ の 外 径 を 有  
す る 遠 位 セ ク シ ョ ン と を 含 む こ と が で き 、 第 １ の 外 径 は 第 ２ の 外 径 よ り も 小 さ く す る こ と  
が で き 、 近 位 セ ク シ ョ ン は シ ー ス 通 路 に 結 合 す る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 非 外 傷 性  
先 端 は 、 拡 張 器 の 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 を 形 成 す る よ う に 、 ガ イ ド シ ー ス に 対 し て 、 ガ  
イ ド シ ー ス の 長 手 軸 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。 第 １ の 位 置 は 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 と 係  
合 し 、 そ れ を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 面 を 含 む こ と が で き る 。 近 位 面  
は 、 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 段 付 き 面 の 一 部 で あ っ て も よ く 、 近 位 段 付 き 面 は 、 テ ー パ 状 面 の  
近 位 側 に あ っ て も よ い 。 拡 張 器 が 第 ２ の 位 置 に あ る と き 、 近 位 段 付 き 面 は 、 ガ イ ド シ ー ス  
の 遠 位 端 か ら 離 れ て 位 置 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 位 置 は 、 非 外 傷 性 先 端 の 柔 軟 な 延 長 部  
を 含 む こ と が で き 、 当 該 柔 軟 な 延 長 部 は 、 半 径 方 向 に 拡 張 さ れ て 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端  
の 外 面 に 沿 っ て 配 置 す る こ と が で き る 。 ア ク セ ス シ ー ス の シ ー ス 本 体 は 、 少 な く と も １ つ  
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の ア ー ム を 備 え 、 当 該 ア ー ム は 、 シ ー ス 本 体 の 長 手 軸 か ら 離 れ る 方 向 に 引 っ 張 ら れ る と 、  
シ ー ス 本 体 を 複 数 の 部 分 に 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 の 態 様 で は 、 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム で 使 用 す る 拡 張 器 は 、 シ ー ス 通 路 を 有 す る ガ イ  
ド シ ー ス を 含 む こ と が で き る 。 当 該 拡 張 器 は 、 近 位 部 分 と 遠 位 部 分 と を 有 す る 非 外 傷 性 先  
端 を 更 に 含 む こ と が で き る 。 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 部 分 は シ ー ス 通 路 に 沿 っ て 延 び る よ う に  
形 成 す る こ と が で き 、 非 外 傷 性 先 端 の 遠 位 部 分 は 遠 位 の テ ー パ 状 面 を 含 む こ と が で き る 。  
非 外 傷 性 先 端 は 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 の 少 な く と も 一 部 と 係 合 し て そ れ を 覆 う よ う に 形  
成 さ れ 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 か ら 動 脈 を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 い く つ か の バ リ エ ー シ ョ ン で は 、 以 下 の 特 徴 の １ つ 以 上 を 、 任 意 の 実 現 可 能 な 組 み 合 わ  
せ で オ プ シ ョ ン 的 に 含 め る こ と が で き る 。 非 外 傷 性 先 端 は 拡 張 器 通 路 を 含 み 、 当 該 拡 張 器  
通 路 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 非 外 傷 性 先 端 に 沿 っ て 、 非 外 傷 性 先 端 を 通 っ て 延 び る こ と を 可 能  
に す る こ と が で き る 。 拡 張 器 の 非 外 傷 性 先 端 は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 を 含 む こ と  
が で き る 。 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン が 膨 張 状 態 に あ る と き に  
ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 と 係 合 し て こ れ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た 近 位 段 付 き 面 を 含 む こ と が  
で き る 。 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 第 １ の 外 径 を 有 す る 近 位 セ ク シ ョ ン と 、 第 ２ の  
外 径 を 有 す る 遠 位 セ ク シ ョ ン と を 含 む こ と が で き 、 第 １ の 外 径 は 第 ２ の 外 径 よ り も 小 さ く  
す る こ と が で き 、 近 位 セ ク シ ョ ン は シ ー ス 通 路 に 結 合 す る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。  
非 外 傷 性 先 端 は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と を 形 成 す る よ う に 、 ガ イ ド シ ー ス に 対 し て 、  
ガ イ ド シ ー ス の 長 手 軸 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。 第 １ の 位 置 は 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 と  
係 合 し 、 そ れ を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 面 を 含 む こ と が で き る 。 近 位  
面 は 、 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 段 付 き 面 の 一 部 で あ っ て も よ く 、 近 位 段 付 き 面 は 、 テ ー パ 状 面  
の 近 位 側 に あ っ て も よ い 。 拡 張 器 が 第 ２ の 位 置 に あ る と き 、 近 位 段 付 き 面 は 、 ガ イ ド シ ー  
ス の 遠 位 端 か ら 離 れ て 位 置 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 位 置 は 、 非 外 傷 性 先 端 の 柔 軟 な 延 長  
部 を 含 む こ と が で き 、 当 該 柔 軟 な 延 長 部 は 、 半 径 方 向 に 拡 張 さ れ て 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位  
端 の 外 面 に 沿 っ て 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 関 連 す る 側 面 で は 、 ア ク セ ス シ ー ス を 前 進 さ せ て 動 脈 内 に 導 入 す る 方 法 を  
含 む 。 ア ク セ ス シ ー ス は 、 非 外 傷 性 表 面 を 有 す る 保 護 的 遠 位 端 を 含 む こ と が で き 、 細 長 い  
シ ー ス 本 体 は 、 近 位 シ ー ス 端 と 遠 位 シ ー ス 端 と の 間 で 延 び る 内 腔 を 含 む こ と が で き る 。 こ  
の 方 法 は 、 ア ク セ ス シ ー ス の 内 腔 に 沿 っ て 拡 張 器 を 前 進 さ せ る こ と を 更 に 含 む こ と が で き  
る 。 拡 張 器 は 、 非 外 傷 性 先 端 と ガ イ ド シ ー ス と を 含 む こ と が で き る 。 非 外 傷 性 先 端 は 、 近  
位 部 分 と 遠 位 部 分 と を 含 む こ と が で き る 。 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 部 分 は 、 ガ イ ド シ ー ス の シ  
ー ス 通 路 に 沿 っ て 延 び る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 非 外 傷 性 先 端 の 遠 位 部 分 は 、 遠 位  
の テ ー パ 状 面 を 含 む こ と が で き 、 非 外 傷 性 先 端 は 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 と 係 合 し 、 少 な  
く と も 部 分 的 に ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 か  
ら 動 脈 を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 い く つ か の バ リ エ ー シ ョ ン で は 、 以 下 の 特 徴 の １ つ 以 上 を 、 任 意 の 実 現 可 能 な 組 み 合 わ  
せ で オ プ シ ョ ン 的 に 含 め る こ と が で き る 。 こ の 方 法 は 、 非 外 傷 性 先 端 の 拡 張 器 通 路 に 沿 っ  
て ガ イ ド ワ イ ヤ を 前 進 さ せ る こ と を 更 に 含 む こ と が で き る 。 拡 張 器 の 非 外 傷 性 先 端 は 、 膨  
張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 を 含 む こ と が で き る 。 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 膨 張 可  
能 な バ ル ー ン が 膨 張 状 態 に あ る と き に 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 と 係 合 し て そ れ を 覆 う よ う  
に 形 成 さ れ た 近 位 段 付 き 面 を 含 む こ と が で き る 。 膨 張 可 能 な バ ル ー ン 先 端 要 素 は 、 第 １ の  
外 径 を 有 す る 近 位 セ ク シ ョ ン と 、 第 ２ の 外 径 を 有 す る 遠 位 セ ク シ ョ ン と を 含 む こ と が で き  
、 第 １ の 外 径 は 第 ２ の 外 径 よ り も 小 さ く 、 近 位 セ ク シ ョ ン は シ ー ス 通 路 に 結 合 さ れ る 。 こ  
の 方 法 は 、 更 に 、 非 外 傷 性 先 端 を 、 ガ イ ド シ ー ス に 対 し て 、 ガ イ ド シ ー ス の 長 手 軸 に 沿 っ  
て 移 動 さ せ て 、 第 １ の 位 置 又 は 第 ２ の 位 置 を 形 成 す る こ と を 含 む こ と が で き る 。 第 １ の 位  
置 は 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 と 係 合 し 、 そ れ を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う 非 外 傷 性 先 端 の 近  
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位 面 を 含 む こ と が で き る 。 近 位 面 は 、 非 外 傷 性 先 端 の 近 位 段 付 き 面 の 一 部 で あ っ て も よ く  
、 近 位 段 付 き 面 は 、 テ ー パ 状 面 の 近 位 側 に あ っ て も よ い 。 拡 張 器 が 第 ２ の 位 置 に あ る と き  
、 近 位 段 付 き 面 は 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 か ら 離 れ て 位 置 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 位 置  
は 、 非 外 傷 性 先 端 の 柔 軟 な 延 長 部 を 含 む こ と が で き 、 当 該 柔 軟 な 延 長 部 は 、 半 径 方 向 に 拡  
張 さ れ て 、 ガ イ ド シ ー ス の 遠 位 端 の 外 面 に 沿 っ て 配 置 す る こ と が で き る 。 ア ク セ ス シ ー ス  
の シ ー ス 本 体 は 、 少 な く と も １ つ の ア ー ム を 備 え 、 こ の ア ー ム は 、 シ ー ス 本 体 の 長 手 軸 か  
ら 離 れ る 方 向 に 引 っ 張 ら れ る と 、 シ ー ス 本 体 を 複 数 の 部 分 に 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 主 題 の １ つ 又 は 複 数 の バ リ エ ー シ ョ ン の 詳 細 は 、 添 付 の 図 面 及 び  
以 下 の 説 明 に 記 載 さ れ て い る 。 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 主 題 の 他 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 説 明 及  
び 図 面 、 な ら び に 特 許 請 求 の 範 囲 か ら 明 ら か と な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 面 に お い て 、 同 様 の 符 号 を 用 い て 同 様 の 構 造 、 特 徴 、 又 は 要 素 を 示 す 場 合 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ Ａ 】 ア ク セ ス シ ー ス 、 拡 張 器 、 及 び ガ イ ド ワ イ ヤ を 含 む 、 一 実 施 形 態 の ア ク セ ス シ  
ー ス シ ス テ ム の 側 面 図
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ａ の ア ク セ ス シ ー ス を 使 用 し て 、 処 置 を 実 行 す る た め に 血 管 に ア ク セ ス す  
る 様 子 を 示 す 図
【 図 ２ Ａ 】 別 の 実 施 形 態 の ア ク セ ス シ ー ス と 拡 張 器 と を 含 む 、 別 の 実 施 形 態 の ア ク セ ス シ  
ー ス シ ス テ ム の 側 面 断 面 図
【 図 ２ Ｂ 】 一 実 施 形 態 の ガ イ ド シ ー ス を 含 む 、 図 ２ Ａ の ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム の 側 面 図
【 図 ３ Ａ 】 バ ル ー ン 先 端 要 素 及 び ガ イ ド シ ー ス を 含 む 、 一 実 施 形 態 の 拡 張 器 の 部 分 側 面 断  
面 図
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ａ の バ ル ー ン 先 端 要 素 の 部 分 側 面 図
【 図 ４ Ａ 】 テ ー パ 状 の 先 端 要 素 及 び 一 実 施 形 態 の ガ イ ド シ ー ス を 含 む 、 第 １ の 位 置 に あ る  
一 実 施 形 態 の 拡 張 器 の 部 分 側 面 図
【 図 ４ Ｂ 】 第 ２ の 位 置 に あ る 図 ４ Ａ の 拡 張 器 の 部 分 側 面 図
【 図 ４ Ｃ 】 図 ４ Ｂ の 第 ２ の 位 置 に あ る 拡 張 器 の 部 分 側 面 断 面 図
【 図 ５ Ａ 】 柔 軟 な テ ー パ 状 先 端 要 素 と 、 一 実 施 形 態 の ガ イ ド シ ー ス と を 含 む 、 第 １ の 位 置  
に あ る 別 の 実 施 形 態 の 拡 張 器 の 側 面 断 面 図
【 図 ５ Ｂ 】 第 ２ の 位 置 に あ る 図 ５ Ａ の 拡 張 器 の 部 分 側 面 断 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 患 者 の 血 管 系 を 介 し て ア ク セ ス さ れ る 様 々 な 治 療 を 実 行 す る な ど 、 血 管 系 へ の 安 全 か つ  
効 果 的 な ア ク セ ス を 可 能 に す る ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム の 様 々 な 実 施 形 態 が 開 示 さ れ る 。  
例 え ば 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム は 、 ア ク セ ス シ ー ス 、 拡 張 器 、 及  
び ガ イ ド ワ イ ヤ の う ち の １ つ 又 は 複 数 を 含 む こ と が で き る 。 更 に 、 血 管 内 及 び 血 管 に 沿 っ  
た 安 全 な ア ク セ ス を 保 証 す る 特 徴 を 備 え た ア ク セ ス シ ー ス 及 び 拡 張 器 の 実 施 形 態 が 本 明 細  
書 に 記 載 さ れ る 。 例 え ば 、 本 明 細 書 に 記 載 の ア ク セ ス シ ー ス 及 び 拡 張 器 の い く つ か の 実 施  
形 態 は 、 ア ク セ ス シ ー ス を 血 管 内 に 挿 入 中 及 び ／ 又 は 挿 入 し た 後 に 、 血 管 壁 な ど の 、 血 管  
へ の 望 ま し く な い 損 傷 を 防 ぐ 特 徴 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 様 々 な ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム （ 様 々 な ア ク セ ス シ ー ス 、 拡 張 器  
、 及 び ガ イ ド ワ イ ヤ を 含 む ） は 、 大 腿 橈 骨 動 脈 、 上 腕 動 脈 、 頸 動 脈 、 及 び 腋 窩 動 脈 を 含 む  
、 患 者 の 様 々 な 血 管 系 の い ず れ か で 使 用 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 明 細 書 で 特 定  
の ア ク セ ス ポ イ ン ト 及 び ／ 又 は 特 定 の 血 管 系 に 関 連 し て 開 示 さ れ る デ バ イ ス 、 シ ス テ ム 、  
及 び ／ 又 は 方 法 の い か な る 例 も 、 そ の よ う な 特 定 の ア ク セ ス ポ イ ン ト 及 び ／ 又 は 特 定 の 血  
管 系 に は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 図 １ Ａ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 介 し て 血 管 内 に 挿 入 す る た め の ア ク セ ス シ ー ス を 含 む ア ク セ  
ス シ ー ス シ ス テ ム ２ ０ ０ の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 。 血 管 内 に 挿 入 さ れ る と 、 ア ク セ ス シ ー  
ス は 、 血 管 系 の 領 域 に お い て 介 入 処 置 を 実 行 す る た め に 、 ア ク セ ス シ ー ス の 内 腔 を 介 し て  
少 な く と も １ つ の 介 入 デ バ イ ス を 血 管 内 に 導 入 す る こ と を 可 能 に す る 。 図 １ Ａ に 示 す よ う  
に 、 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム ２ ０ ０ は 、 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ と 、 拡 張 器 ２ ６ ０ と 、 ガ イ  
ド ワ イ ヤ ２ １ ５ と を 備 え る 。 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ と 、 拡 張 器 ２ ６ ０ と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２  
１ ５ と は 全 て 、 ア ク セ ス 部 位 を 経 由 し て 、 例 え ば 、 頸 動 脈 穿 刺 を 介 し て 頸 動 脈 に 導 入 さ れ  
る よ う に 適 合 さ れ て い る 。 ア ク セ ス 部 位 は 経 皮 的 に 、 又 は 外 科 的 切 開 に よ っ て 達 成 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム ２ ０ ０ の 一 部 又 は 全 て の コ ン ポ ー ネ ン ト を 1  
つ の ア ク セ ス シ ス テ ム キ ッ ト に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２  
０ と 、 拡 張 器 ２ ６ ０ と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ と の １ つ 又 は 複 数 を 単 一 の パ ッ ケ ー ジ 、 容 器  
、 又 は 一 緒 に 束 ね ら れ た 容 器 の 集 ま り に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ Ｂ は 、 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム ２ ０ ０ を 使 用 す る 手 順 の 一 例 を 示 し て お り 、 例 え ば  
、 頸 動 脈 ス テ ン ト の 挿 入 に お い て 、 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ は 、 総 頸 動 脈 ３ １ ０ に ア ク セ ス  
す る た め に 使 用 さ れ る 。 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 、 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ は 、 外 科 的 切 開 ３ １  
５ を 介 し て 総 頸 動 脈 ３ １ ０ に 挿 入 す る こ と が で き る 。 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ は 、 近 位 端 及  
び 遠 位 端 又 は ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ の 複 数 の 領 域 に 開 口 を 備 え る 内 腔 を 含 む こ と が で き る  
。 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ の 遠 位 部 分 が 頸 動 脈 内 に あ り 、 近 位 部 分 が 患 者 の 外 部 に あ る と き  
、 内 腔 は 、 様 々 な 処 置 を 実 行 す る た め の １ つ 又 は 複 数 の 介 入 デ バ イ ス を 動 脈 に 挿 入 す る た  
め の 通 路 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ Ａ を 再 度 参 照 す る と 、 動 脈 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ の 実 施 形 態 は 、 細 長 い シ ー ス 本 体  
２ ２ ２ と 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 近 位 端 に あ る 近 位 ア ダ プ タ ２ ２ ４ と を 含 む 。 シ ー ス 本 体 ２  
２ ２ は 、 動 脈 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ の 一 部 で あ り 、 動 脈 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ は 、 動 脈 に  
挿 入 さ れ る よ う に サ イ ズ 及 び 形 状 が 設 計 さ れ 、 処 置 中 に シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 少 な く と も 一  
部 が 実 際 に 動 脈 内 に 挿 入 さ れ る 。 近 位 ア ダ プ タ ２ ２ ４ は 、 止 血 弁 ２ ２ ６ と 、 シ ー ス 本 体 ２  
２ ２ の 内 腔 と 連 通 す る 内 腔 を 有 す る 細 長 い フ ラ ッ シ ュ ラ イ ン ２ ２ ８ と を 含 む こ と が で き る  
。 近 位 ア ダ プ タ ２ ２ ４ は 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ よ り も 大 き な 直 径 又 は 断 面 寸 法 を 有 し て も よ  
い 。 止 血 弁 ２ ２ ６ は 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ の 内 腔 と 連 通 し 、 デ バ イ ス を 内 部 に 導 入 す る と と も  
に 、 処 置 中 に 内 腔 を 介 し た 失 血 を 防 止 す る か 又 は 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、  
止 血 弁 ２ ２ ６ は 、 静 的 シ ー ル 型 パ ッ シ ブ バ ル ブ 、 開 口 調 整 可 能 バ ル ブ ( 例 え ば 、 Ｔ ｕ ｏ ｈ  
ｙ － Ｂ ｏ ｒ ｓ ｔ バ ル ブ ） 、 又 は 回 転 式 止 血 弁 を 含 む こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 シ ー  
ス 本 体 ２ ２ ２ の 外 径 は 約 ５ か ら ９ フ レ ン チ 、 又 は ６ フ レ ン チ 、 又 は ７ フ レ ン チ で あ る 。 一  
実 施 形 態 で は 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ は 、 内 腔 の 直 径 が 約 ０ ． ０ ８ ７ イ ン チ で あ っ て 、 外 径 が  
約 ０ ． １ ０ ４ イ ン チ で あ っ て 、 ６ フ レ ン チ の シ ー ス サ イ ズ に 相 当 す る 。 別 の 実 施 形 態 で は  
、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ は 、 内 腔 の 直 径 が 約 ０ ． １ １ ３ イ ン チ で あ っ て 、 外 径 が 約 ０ ． １ ３ ６  
イ ン チ で あ っ て 、 ８ フ レ ン チ の シ ー ス サ イ ズ に 相 当 す る 。 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の そ の 他 の サ  
イ ズ 及 び 寸 法 も 、 本 開 示 の 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ は 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー ２ ３ ０ 、 例 え ば 図 １ Ａ に 示 す よ う に  
、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 遠 位 端 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー ２ ３ ０ を 更 に  
含 む こ と が で き る 。 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ ー ２ ３ ０ は 、 金 属 バ ン ド 、 例 え ば シ ー ス 本 体 ２  
２ ２ の 遠 位 端 付 近 に 埋 め 込 ま れ た プ ラ チ ナ イ リ ジ ウ ム 合 金 を 含 む こ と が で き る 。 あ る い は  
、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 一 部 ( 例 え ば 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 遠 位 端 ) を 形 成 す る 材 料 は 、 放 射  
線 不 透 過 性 材 料 、 例 え ば 、 バ リ ウ ム ポ リ マ ー 又 は タ ン グ ス テ ン ポ リ マ ー ブ レ ン ド を 含 む こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 拡 張 器 ２ ６ ０ は 細 長 い 本 体 を 含 む こ と が で き 、 当 該 細 長 い 本 体 は  
、 血 管 内 に 挿 入 す る こ と が で き 、 血 管 壁 に お け る 穿 刺 部 位 を 通 し て ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０  
を ス ム ー ズ に 挿 入 で き る よ う に す る こ と が で き る 。 そ し て 、 拡 張 器 ２ ６ ０ の 遠 位 端 は 全 体  
的 に テ ー パ 状 で あ っ て 、 こ れ に よ っ て 、 拡 張 器 ２ ６ ０ が ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ を 介 し て 動 脈  
内 に 挿 入 で き る と と も に 、 ア ク セ ス 部 位 を よ り 大 き な 直 径 に 拡 張 し て ア ク セ ス シ ー ス ２ ２  
０ を 挿 入 で き る よ う す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 機 能 に 対 応 す る た め に 、 拡 張 器 ２ ６ ０ は  
、 先 端 が 丸 み を 帯 び た テ ー パ 端 部 ２ ６ ８ を 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 動 脈 に 挿 入 す る た  
め に 組 み 立 て ら れ る と き に 、 拡 張 器 ２ ６ ０ は ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ に 固 定 す る こ と が で き  
る 。 拡 張 器 ２ ６ ０ は 、 動 脈 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ の 対 応 す る 構 造 ( 例 え ば 、 止 血 弁 ２ ２ ６ )  
に 結 合 す る た め の 近 位 ハ ブ 又 は キ ャ ッ プ ２ ６ ４ を 含 む こ と が で き る 。 拡 張 器 ２ ６ ０ の 内 部  
通 路 は ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ を 収 容 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 拡 張 器 ２ ６ ０ は 、 約 ０ ． ０  
３ ７ イ ン チ ( ｉ ｎ ) か ら 約 ０ ． ０ ４ １ イ ン チ ま で の 直 径 を 有 す る こ と が で き る 。 い く つ か の  
実 施 形 態 で は 、 拡 張 器 ２ ６ ０ は 、 例 え ば 遠 位 端 に お い て 、 １ つ 又 は 複 数 の 放 射 線 不 透 過 性  
マ ー カ ー ２ ３ ０ を 含 む こ と が で き る 。 一 つ の バ リ エ ー シ ョ ン で は 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ  
ー ２ ３ ０ は 、 拡 張 器 ２ ６ ０ の 遠 位 端 に 熱 溶 接 さ れ た 、 タ ン グ ス テ ン を 充 填 し た 、 Ｐ ｅ ｂ ａ  
ｘ 若 し く は ポ リ ウ レ タ ン の 一 部 で あ る 。 他 の 放 射 線 不 透 過 性 材 料 も 同 様 に 、 放 射 線 不 透 過  
性 マ ー カ ー ２ ３ ０ を 構 成 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ は 、 非 外 傷 性 の 直 線 状 、 角 度 付 き 、 又 は  
Ｊ 字 型 の 先 端 部 を 有 す る こ と が で き る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ は 、 近 位 端 で 徐 々 に 硬 い セ グ  
メ ン ト に 移 行 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ の 直 径 は  
約 ０ ． ０ ３ ５ イ ン チ 又 は ０ ． ０ ３ ８ イ ン チ で あ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ は 、 本 開 示 の 範 囲  
か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 長 さ 及 び 直 径 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 遠 位 端 は 、 拡 張 器 ２ ６ ０ が ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ に 結 合 さ れ て ( 例  
え ば 、 拡 張 器 ２ ６ ０ が ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ の 内 腔 に 沿 っ て 延 び る ) ア ク セ ス シ ー ス ア セ  
ン ブ リ ２ ０ ０ を 形 成 す る と き に 、 ア ク セ ス シ ー ス ア セ ン ブ リ ２ ０ ０ が 最 小 限 の 抵 抗 で ガ イ  
ド ワ イ ヤ ２ １ ５ 上 を ス ム ー ズ に ア ク セ ス 部 位 ( 例 え ば 、 動 脈 穿 刺 ) を 通 っ て 挿 入 さ れ る よ う  
に 構 成 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ は 、 血 管 内 へ の 挿  
入 中 の 摩 擦 を 低 減 す る た め の 潤 滑 性 又 は 親 水 性 の コ ー テ ィ ン グ を 含 む こ と が で き る 。 例 え  
ば 、 コ ー テ ィ ン グ は 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 最 遠 位 部 分 （ 例 え ば 、 細 長 い シ ー ス 本 体 ２ ２ ２  
の ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル （ ｃ ｍ ） か ら ３ c m ） に 限 定 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 穿  
刺 部 位 に お け る ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ の 安 全 性 を 損 な う こ と な く 、 又 は 挿 入 時 に オ ペ レ ー  
タ が ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ を し っ か り と 掴 む 能 力 を 損 な う こ と な く 、 挿 入 を 容 易 に す る こ  
と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ は コ ー テ ィ ン グ を 含 ま な い  
。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 拡 張 器 ２ ６ ０ は 、 例 え ば 遠 位 端 に 沿 っ た コ ー テ ィ ン グ を 含 む  
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ Ａ を 参 照 す る と 、 一 実 施 形 態 で は 、 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ は 、 処 置 中 に ア ク セ ス シ  
ー ス ２ ２ ０ の 固 定 を 補 助 す る 特 徴 を 有 す る 。 例 え ば 、 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ は 、 ( シ ー ス  
本 体 ２ ２ ２ の 近 位 端 に 配 置 さ れ た ) ア ダ プ タ ２ ２ ４ に 成 形 さ れ 又 は 取 り 付 け ら れ た 縫 合 ア  
イ レ ッ ト ２ ３ ４ 又 は １ つ 以 上 の リ ブ ２ ３ ６ を 含 む こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 オ ペ レ ー  
タ が ア ダ プ タ ２ ２ ４ を 患 者 に 縫 合 し て 固 定 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、  
少 な く と も 血 管 に 対 す る シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 位 置 及 び 整 合 性 の 維 持 を 補 助 す る た め に 、 ス  
ラ イ ド 可 能 な 固 定 具 を 患 者 の 一 部 ( 例 え ば 、 皮 膚 ) に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ を 血 管 内 に 導 入 す る 場 合 、 血 管 を 傷 つ け る こ と な く 構 造 的 に 強 固  
で あ る （ 例 え ば 、 ね じ れ や 座 屈 に 耐 え る ） こ と が 望 ま し い 。 例 え ば 、 手 順 に よ っ て は 、 動  
脈 内 へ の シ ー ス の 挿 入 量 が 制 限 さ れ て い た り 、 挿 入 角 度 が 急 で あ っ た り す る 場 合 が あ る 。  
例 え ば 、 場 合 に よ っ て は 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 遠 位 端 は 、 少 な く と も 血 管 内 へ の 挿 入 中 に  
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血 管 の 後 壁 に 向 か っ て 向 け ら れ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ の 遠 位 端  
、 及 び ／ 又 は シ ー ス 本 体 ２ ２ ２ を 通 し て 挿 入 さ れ る デ バ イ ス に よ る 傷 害 の リ ス ク が 生 じ る  
場 合 が あ る 。 本 明 細 書 で は 、 血 管 へ の 安 全 、 効 率 的 、 か つ 効 果 的 な ア ク セ ス を 提 供 す る よ  
う に 構 成 さ れ た ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ 及 び 拡 張 器 ２ ６ ０ の 様 々 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す  
る 。 例 え ば 、 本 明 細 書 で 説 明 す る 様 々 な ア ク セ ス シ ー ス ２ ２ ０ 及 び 様 々 な 拡 張 器 ２ ６ ０ は  
、 経 皮 血 管 ア ク セ ス 中 の 剥 離 を 最 小 限 に 抑 え る こ と を 含 む 、 血 管 へ の 望 ま し く な い 損 傷 を  
防 ぐ の に 役 立 つ 、 よ り 短 い 長 さ と 、 非 外 傷 性 若 し く は 保 護 的 遠 位 端 と の う ち の １ つ 又 は 複  
数 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 に 、 血 管 系 へ の ア ク セ ス 、 例 え ば 、 様 々 な 処 置 を 実 行 す る た め に 血 管 系 に 沿 っ て １  
つ 以 上 の デ バ イ ス を 挿 入 し 、 誘 導 す る こ と を よ り 安 全 か つ 効 率 的 に 提 供 で き る ア ク セ ス シ  
ー ス シ ス テ ム の 様 々 な 実 施 形 態 を 記 載 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ は 、 安 全 か つ 効 果 的 な 血 管 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 及 び 血 管 穿 刺 拡 大 の た め の  
ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム ３ ０ ０ の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 ア ク  
セ ス シ ー ス シ ス テ ム ３ ０ ０ は 、 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ を 有 す る シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ を 含 む ア ク  
セ ス シ ー ス ３ ２ ０ の 実 施 形 態 を 含 む こ と が で き る 。 ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ は 、 望 ま し く な  
い 血 管 の 損 傷 か ら 保 護 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 い く つ か の 実 施 形 態 で  
は 、 ア ク セ ス シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ は 、 血 管 Ｖ 内 で の 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ の 配 置 を 制 限 す る 長  
さ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ス ガ イ ド ３ ５ ３ を 患 者 の 皮 膚 Ｓ に  
沿 っ て 又 は 皮 膚 Ｓ に 隣 接 し て 配 置 し て 、 血 管 Ｖ に 対 す る シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 位 置 を 維 持 及  
び ／ 又 は 制 御 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ は 、 反 対 側 の 血 管 壁 Ｖ ｗ に 接  
触 し た り 損 傷 し た り す る こ と な く 、 血 管 Ｖ 内 で 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ が 血 管 Ｖ 内 で 延 び る こ  
と が で き る 長 さ を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２  
は 、 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ が 血 管 Ｖ 内 に 第 １ の 長 さ Ｌ １ だ け 延 び る こ と が で き る 長 さ を 有 し  
、 こ れ に よ り 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ と 反 対 側 の 血 管 壁 Ｖ ｗ と の 間 に 約  
第 ２ の 長 さ Ｌ ２ が 残 る 。 第 ２ の 距 離 Ｌ ２ は 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ と 反  
対 側 の 血 管 壁 Ｖ ｗ と の 間 に 空 間 を 設 け 、 反 対 側 の 血 管 壁 Ｖ ｗ の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き  
る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ は 、 約 ４ セ ン チ メ ー ト ル か ら 約 １ ０ セ ン  
チ メ ー ト ル の 間 の 長 さ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ は 、 非 外 傷 性  
表 面 ３ ８ ２ を 含 む こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ と 血 管 Ｖ と の 有 害 な 相  
互 作 用 （ 例 え ば 、 反 対 側 の 血 管 壁 Ｖ ｗ を 穿 刺 し た り 、 損 傷 し た り す る こ と ） を 引 き 起 こ す  
こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。 例 え ば 、 非 外 傷 性 表 面 ３ ８ ２ は 、 丸 み を 帯 び た り 、 面 取 り さ れ  
た り し て 、 反 対 側 の 血 管 壁 Ｖ ｗ と 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ と の 間 の 偶 発 的 又 は 望 ま し く な い 接  
触 が 発 生 し た 場 合 に 血 管 に 容 易 に 損 傷 を 与 え る 可 能 性 の あ る 鋭 利 な エ ッ ジ が 非 外 傷 性 表 面  
３ ８ ２ に 含 ま れ な い よ う に す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 保 護 的 遠 位 端 ３  
８ ０ は 柔 軟 及 び ／ 又 は 圧 縮 可 能 な 材 料 で 作 製 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ で  
意 図 せ ず 接 触 し た 場 合 に 血 管 へ の 損 傷 を 軽 減 又 は 防 止 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 保 護 的  
遠 位 端 ３ ８ ０ は 、 柔 軟 性 及 び ／ 又 は 圧 縮 性 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク 及 び 生 体 適 合 性 材 料 の う  
ち の １ つ 又 は 複 数 か ら 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ を 含 む シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ を 所 望 の 位 置 に  
配 置 す る た め に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ の 実 施 形 態 に 沿 っ て ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ を 誘 導 す  
る こ と が で き る 。 ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ は 外 面 に 沿 っ て 設 け ら れ た イ ン ジ ケ ー タ を 含 む こ  
と が で き 、 例 え ば 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ が 組 織 に 挿 入 さ れ た 深 さ を 視 覚 的 に 示 す た め に 、 シ  
ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 外 面 に 沿 っ て イ ン ジ ケ ー タ を 設 け て も よ い 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、  
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ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ の 開 口 部 か ら 血 液 が 出 現 す る こ と が 、 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ が 血 管 Ｖ  
に 挿 入 さ れ た こ と を 視 覚 的 示 す こ と が で き る 。 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ に  
は シ ー ス 入 口 ３ ６ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ に よ り 、 穿 刺 さ れ た 血 管 Ｖ か ら の 血 液 が シ ー  
ス 入 口 ３ ６ ５ を 通 過 し 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 内 腔 ３ ２ １ に 沿 っ て シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 近 位  
端 に 向 か っ て 流 れ 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 近 位 端 に お い て 、 ユ ー ザ は 血 管 か ら 放 出 さ れ た 血  
液 を 観 察 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 血 管 か ら 放 出 さ れ た 血 液 を 確 認 し た ら 、 ユ  
ー ザ は 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 外 面 に 沿 っ た １ つ 以 上 の イ ン ジ ケ ー タ を 確 認 し 、 シ ー ス 本 体  
３ ２ ２ の 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ を 血 管 に 対 し て 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施  
形 態 で は 、 シ ー ス 入 口 ３ ６ ５ は 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０ か ら 約 １ ミ リ メ  
ー ト ル か ら 約 ３ ． ５ ミ リ メ ー ト ル の 位 置 に 配 置 さ れ る 。 シ ー ス 入 口 ３ ６ ５ を 保 護 的 遠 位 端  
３ ８ ０ に 隣 接 し て 配 置 す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 血 管 壁 Ｖ ｗ に 対 す る 保 護 的 遠 位 端 ３ ８ ０  
の よ り 正 確 な 位 置 決 め を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 拡 張 器 ３ ６ ０ の 実 施 形 態 は 、 ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ の 内 腔 ３ ６ １  
を 通 っ て 延 び る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 拡 張 器 ３ ６ ０ は 、 拡 張 器 入 口 ３  
５ ９ と 、 拡 張 器 出 口 ３ ６ ３ と 、 拡 張 器 入 口 ３ ５ ９ と 拡 張 器 出 口 ３ ６ ３ と の 間 で 延 び る 内 側  
通 路 ３ ６ ４ と を 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 拡 張 器 ３ ６ ０ が ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ の 内 側  
ル ー メ ン ３ ６ １ 内 に 配 置 さ れ た と き 、 拡 張 器 入 口 ３ ５ ９ と シ ー ス 入 口 ３ ６ ５ と が 整 列 す る  
こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 血 液 が 血 管 か ら 、 整 列 さ れ て い る 拡 張 器 入 口 ３ ５ ９ と シ ー ス  
入 口 ３ ６ ５ と 通 っ て 、 拡 張 器 ３ ６ ０ の 内 側 通 路 ３ ６ ４ 内 に 流 れ る こ と が で き る 。 そ の 後 、  
血 液 は 、 拡 張 器 ３ ６ ０ の 内 側 通 路 ３ ６ ４ に 沿 っ て 流 れ 、 拡 張 器 出 口 ３ ６ ３ か ら 排 出 さ れ る  
。 拡 張 器 出 口 ３ ６ ３ は 、 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 拡 張 器 キ ャ ッ プ ３ ７ １ に 沿 っ て 配 置 す る こ  
と が で き る 。 例 え ば 、 使 用 中 、 拡 張 器 キ ャ ッ プ ３ ７ １ は 、 血 管 の 外 側 で ユ ー ザ の 視 界 内 に  
配 置 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 拡 張 器 出 口 ３ ６ ３ に 到 達 す る 血 液 が ユ ー ザ に よ っ て  
視 認 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ は 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ か ら 延 び る 少 な く と も １  
つ の ア ー ム ３ ７ ０ を 含 む こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 例 え ば 、 ユ ー ザ が １ つ 又 は 複 数 の ア  
ー ム ３ ７ ０ を 把 持 す る こ と が で き る 。 ア ー ム ３ ７ ０ は 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ に 結 合 さ れ る か  
又 は シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 延 長 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 シ ー ス 本 体 ３  
２ ２ は 、 分 解 又 は 分 離 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２  
を 通 っ て 延 び る デ バ イ ス に ほ と ん ど ま た は 全 く 支 障 を 与 え る こ と な く 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２  
を 取 り 外 す こ と が で き る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 ア ー ム ３ ７ ０ を 把 持 し て 、 あ る 方 向 ( 例 え  
ば 、 拡 張 器 ３ ６ ０ 及 び ／ 又 は シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 長 手 軸 か ら 離 れ る 方 向 ) に 引 っ 張 る こ と  
が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ は 、 拡 張 器 ３ ６ ０ 及 び ／ 又 は シ ー ス 本 体 ３ ２  
２ を 通 っ て 伸 び る デ バ イ ス か ら 引 き 戻 さ れ る か 、 及 び ／ 又 は 剥 が れ 落 ち る ( 例 え ば 、 シ ー  
ス 本 体 ３ ２ ２ が 複 数 の 部 分 に 分 離 す る ) こ と が で き る 。 例 え ば 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ は 、 少  
な く と も １ つ の ア ー ム ３ ７ ０ が シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 長 手 軸 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 引 っ 張 ら  
れ る こ と に よ り 、 複 数 の 部 分 に 分 離 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形  
態 で は 、 例 え ば 、 ア ー ム ３ ７ ０ を 近 位 方 向 に ( 例 え ば 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 長 手 軸 に ほ ぼ  
平 行 な 方 向 で ) 引 っ 張 る こ と で 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ が 引 き 戻 さ れ 、 そ の ま ま の 状 態 に 維 持  
す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ は 、 ポ リ エ チ レ ン 材 料 、  
ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 材 料 、 フ ッ 素 化 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン （ Ｆ Ｅ Ｐ ）  
材 料 、 及 び 架 橋 結 合 （ ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ － ｌ ｉ ｎ ｋ ｅ ｄ ） Ｆ Ｅ Ｐ 材 料 の う ち の １ つ 又 は 複 数 で 構  
成 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 一 部 （ 例 え ば 、 シ ー  
ス 本 体 ３ ２ ２ の 外 面 ） に 切 り 込 み を 入 れ る か 、 及 び ／ 又 は シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ の 材 料 を 架 橋  
結 合 す る こ と に よ っ て 、 特 定 の 方 法 で シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ を 分 解 又 は 分 離 す る か 、 及 び ／ 又  
は シ ー ス 本 体 ３ ２ ２ を 複 数 の 部 分 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ は ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ を 貫 通 し て 延 び る こ  
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と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ と 治 療 部 位 と の 間 に 保 護 さ れ た チ ャ ネ ル  
を 提 供 す る こ と が で き る 。 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ は 、 細 長 い 本 体 を 含 み 、 細 長 い 本 体 は 、 そ  
れ に 沿 っ て 延 び る シ ー ス 通 路 を 有 す る 。 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 ア ク セ ス シ ー ス シ ス テ ム  
３ ０ ０ の い く つ か の 実 施 形 態 は 、 非 外 傷 性 遠 位 先 端 を 含 む こ と が で き る 拡 張 器 ３ ６ ０ の 実  
施 形 態 と ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 実 施 形 態 と を 含 む こ と が で き 、 こ れ ら が 組 み 合 わ せ て ア ク  
セ ス シ ー ス シ ス テ ム ３ ０ ０ の デ バ イ ス を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ は 、 ２ つ の 部 分 を 有 し 、 非 外 傷 性 遠 位 先 端 を 含 む 拡 張 器 ４ ６ ０ の 実 施  
形 態 を 示 す 。 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 拡 張 器 ４ ６ ０ は ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 実 施 形 態 を 含 み  
、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ は 、 細 長 い 本 体 ３ ６ ８ と 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に 沿 っ て 延 び る シ ー  
ス 通 路 ４ ６ ９ と を 含 む 。 拡 張 器 ４ ６ ０ は 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン 先 端  
要 素 ４ ９ ０ を 含 む 非 外 傷 性 先 端 も 備 え て い る 。 例 え ば 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ は 、 流 体  
ラ イ ン に 結 合 さ れ た 膨 張 可 能 な テ ー パ バ ル ー ン を 含 み 、 こ れ に よ り 、 必 要 に 応 じ て 、 バ ル  
ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ を 膨 張 状 態 に 膨 張 さ せ た り 収 縮 状 態 に 収 縮 さ せ た り す る こ と が で き る  
。 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 膨 張 状 態 で は 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ は 、 バ ル ー ン  
先 端 要 素 ４ ９ ０ の 遠 位 端 ４ ９ １ に 隣 接 す る 遠 位 の テ ー パ 状 面 ４ ９ ７ を 含 む こ と が で き る 。  
遠 位 の テ ー パ 状 面 ４ ９ ７ は 、 非 外 傷 性 表 面 を 提 供 し 、 血 管 に 沿 っ て 拡 張 器 ４ ６ ０ の 安 全 か  
つ 効 率 的 な 前 進 を 促 進 す る こ と が で き る 。 更 に 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ は 、 ガ イ ド シ ー  
ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ４ ７ ０ を 覆 う 保 護 カ バ ー を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た 近 位 係 合 特 徴 ４ ９  
２ を 含 み 、 こ れ に よ っ て 、 （ 例 え ば 、 効 率 的 な 血 管 内 の 移 動 及 び 位 置 決 め を 可 能 に す る た  
め の ） よ り 硬 い ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に よ る 血 管 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ の 近 位 係 合 特 徴 ４ ９ ２ は 、 近 位 段 付 き 面  
４ ９ ６ を 含 む こ と が で き 、 近 位 段 付 き 面 ４ ９ ６ は 、 拡 張 器 ４ ６ ０ の 長 手 軸 に 対 し て 角 度 を  
成 し て 、 例 え ば 、 概 ね 垂 直 の 角 度 を 成 し て 配 向 さ れ る 。 近 位 段 付 き 面 ４ ９ ６ は 、 ガ イ ド シ  
ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ４ ７ ０ と 係 合 し 、 遠 位 端 ４ ７ ０ を 完 全 に 又 は 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う  
こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ４ ７ ０ 上 に 保 護 カ バ ー を 提 供  
す る こ と が で き る 。 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ は 、 適 合 性 、 柔 軟 性 、 及 び ／ 又 は 弾 力 性 の あ  
る 材 料 を 含 む 様 々 な 材 料 か ら 作 製 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９  
０ が 拡 張 器 ４ ６ ０ に よ っ て 血 管 内 に 挿 入 さ れ 、 血 管 に 沿 っ て 移 動 す る と き に 組 織 が 損 傷 さ  
れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ は  
、 拡 張 器 ４ ６ ０ の 挿 入 中 及 び ／ 又 は 移 動 中 に 膨 張 し 、 そ の 後 収 縮 す る こ と が で き る 。 い く  
つ か の 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ を 収 縮 さ せ て 取 り 外 す こ と が で き 、 こ れ に  
よ っ て 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ を 除 い て ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ を 血 管 内 に 配 置 さ れ た 状 態  
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ は 、 近 位 セ ク  
シ ョ ン ４ ９ ５ （ 例 え ば 、 細 長 い 内 腔 ） を 含 む こ と が で き 。 近 位 セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ は 細 長 い  
形 状 を 有 し 、 近 位 セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ の 外 面 に 沿 っ た 第 １ の 直 径 は 、 隣 接 す る バ ル ー ン 先 端  
要 素 ４ ９ ０ の 遠 位 セ ク シ ョ ン の 第 ２ の 直 径 よ り も 小 さ い 。 近 位 セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ に 関 連 す  
る 第 １ の 直 径 は 、 近 位 セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ が ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の シ ー ス 通 路 又 は 内 部 通 路  
４ ６ ９ に 沿 っ て 延 び 、 シ ー ス 通 路 又 は 内 部 通 路 ４ ６ ９ と 滑 り 嵌 め 又 は 摩 擦 嵌 め を 行 え る よ  
う に サ イ ズ 設 計 す る こ と が で き る 。 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 近 位 セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ は 、 近 位  
セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ が ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の シ ー ス 通 路 ４ ６ ９ に 沿 っ て 延 び る こ と が で き る  
長 さ を 有 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ４ ７ ０ の 保 護 及 び  
血 管 の 損 傷 の 防 止 を 保 証 す る よ う に 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 に バ ル ー ン 先 端 要 素 ４  
９ ０ を 配 置 し て 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ の 全 部 又 は 一 部 は 膨 張 可 能 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 近 位 セ ク  
シ ョ ン ４ ９ ５ は 膨 張 可 能 で あ っ て も よ く 、 膨 張 不 可 で あ っ て も よ い 。 い く つ か の 実 施 形 態  
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で は 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ の う ち 近 位 セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ よ り も 遠 位 の 部 分 の み が 膨 張  
可 能 で あ り 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ の 残 り の 部 分 （ 例 え ば 、 近 位 セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ ） は  
、 よ り 剛 性 の 高 い 構 造 、 例 え ば 、 流 路 （ 例 え ば 、 膨 張 ／ 収 縮 用 ） と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５  
が バ ル ー ン 先 端 ４ ９ ０ の 全 長 に 沿 っ て 延 び る よ う に 構 成 さ れ た 拡 張 器 通 路 又 は 内 部 通 路 ４  
６ ４ と 、 を 含 む 細 長 い 本 体 を 含 む こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー ン 先 端  
要 素 ４ ９ ０ は 、 例 え ば ６ フ レ ン チ ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 場 合 、 約 ０ ． １ ０ ３ イ ン チ か ら 約  
０ ． １ ０ ８ イ ン チ の ( 例 え ば 、 近 位 係 合 特 徴 ４ ９ ２ に 隣 接 す る ) 外 径 を 有 す る こ と が で き る  
。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 例 え ば ８ フ レ ン チ ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 場 合 、 バ ル ー ン 先 端  
要 素 ４ ９ ０ の 外 径 は 、 約 ０ ． １ ２ ４ イ ン チ か ら 約 ０ ． １ ２ ８ イ ン チ ま で と す る こ と が で き  
る 。 例 え ば 、 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ の 遠 位 部 分 ( 例 え ば 、 近 位 セ ク シ ョ ン ４ ９ ５ よ り も  
遠 位 の 部 分 ) の 長 さ は 、 約 ２ セ ン チ メ ー ト ル か ら 約 １ ２ セ ン チ メ ー ト ル ま で 変 化 す る こ と  
が で き る 。 バ ル ー ン 先 端 要 素 ４ ９ ０ の 遠 位 部 分 の 他 の 寸 法 も 、 本 開 示 の 範 囲 内 で あ る 。 図  
４ Ａ か ら 図 ４ Ｃ は 、 部 品 の 数 を 最 小 限 に 抑 え 、 ア ク セ ス シ ー ス ３ ２ ０ 内 の 器 具 の 切 り 替 え  
を 最 小 限 に す る と と も に 、 血 管 系 へ の 挿 入 及 び 血 管 系 に 沿 っ た 移 動 を 安 全 か つ 効 果 的 に 行  
う た め の 拡 張 器 ５ ６ ０ の 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 ４ Ａ に 示 す よ う に 、 拡 張 器 ５ ６ ０  
は 、 拡 張 器 ５ ６ ０ の 長 手 軸 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ っ て 、 且 つ 、 拡 張 器 ５ ６ ０ の 一 部 で あ っ  
て も 別 体 で あ っ て も よ い ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 実 施 形 態 に 対 し て 移 動 可 能 な テ ー パ 状 先 端  
要 素 ５ ９ ０ を 含 む こ と が で き る 。 図 ４ Ａ に 示 す よ う に 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ は 、 テ ー  
パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 遠 位 端 ５ ９ １ に 隣 接 す る 遠 位 テ ー パ 面 ５ ９ ７ を 含 む こ と が で き る 。  
図 ４ Ｂ に 示 す よ う に 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ は 段 付 き 面 ５ ９ ６ を 含 む こ と が で き 、 段 付  
き 面 ５ ９ ６ は 、 拡 張 器 ５ ６ ０ の 長 手 軸 に 概 ね 垂 直 で あ っ て 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端  
５ ７ ０ と 係 合 し て 保 護 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ は 、 ガ イ ド シ  
ー ス ３ ６ ７ の シ ー ス 通 路 又 は 内 部 通 路 ４ ６ ９ に 沿 っ て ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 一 部 と ス ラ イ  
ド 可 能 に 係 合 す る こ と が で き る 近 位 テ ー パ 状 領 域 ５ ９ ５ を 含 む こ と が で き る 。 い く つ か の  
実 施 形 態 で は 、 シ ー ス 通 路 ４ ６ ９ の 一 部 は 、 テ ー パ 状 又 は 角 度 付 き の 表 面 ５ ７ １ を 含 む こ  
と が で き 、 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ に そ れ ぞ れ 示 す よ う に 、 例 え ば 拡 張 器 ５ ６ ０ が 第 １ の 位 置 と  
第 ２ の 位 置 と の 間 で 移 行 す る と き 、 表 面 ５ ７ １ は 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 近 位 テ ー パ  
状 領 域 ５ ９ ５ に ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 例 え ば 、 図 ４ Ａ に 示 す よ う に 、 第 １ の 位 置 で は 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 段 付 き 面 ５  
９ ６ が ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ５ ７ ０ と 係 合 し 、 例 え ば 血 管 内 へ 挿 入 す る と き 及 び 血  
管 に 沿 っ て 移 動 す る と き に 血 管 に 損 傷 を 与 え る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 位 置 で  
は 、 図 ４ Ｂ 及 び 図 ４ Ｃ に 示 す よ う に 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 段 付 き 面 ５ ９ ６ は 、 ガ イ  
ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ５ ７ ０ か ら 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 拡 張 器 ５ ６ ０ が ガ  
イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に 挿 入 さ れ て い る と き 、 拡 張 器 ５ ６ ０ が ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ か ら 取 り 外  
さ れ る と き 、 及 び ／ 又 は 拡 張 器 ５ ６ ０ の 近 位 部 分 に 沿 っ て ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ を ト ラ ッ キ  
ン グ す る と き に 、 拡 張 器 ５ ６ ０ は 第 ２ の 位 置 を 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ４ Ｃ に 示 す よ う  
に 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ は 、 シ ー ス 通 路 ４ ６ ９ を 有 す る 細 長 い 本 体 ３ ６ ８ を 含 み 、 シ ー ス  
通 路 ４ ６ ９ は 、 例 え ば 、 近 位 テ ー パ 状 領 域 ５ ９ ５ に 隣 接 し て 近 位 に 延 び る 細 長 い 管 状 要 素  
で あ っ て も よ く 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 近 位 部 分 は 、 ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 し 、 シ ー ス  
通 路 ４ ６ ９ に 沿 っ て 延 び る こ と が で き る 。 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ は 拡 張 器 通 路 ５ ６ ４ を  
含 む こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ は 、 例 え ば 、 細 長 い 管 状 要 素 に 沿 っ  
て 延 び て 、 拡 張 器 ５ ６ ０ を 貫 通 し て 延 び る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 例 え ば 、 使 用 中 に 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 段 付 き 面 ５ ９ ６ を ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ か  
ら 遠 ざ か る よ う に 、 例 え ば 第 １ の 位 置 ( 図 ４ Ａ ) か ら 第 ２ の 位 置 ( 図 ４ Ｂ ) ま で 前 進 さ せ る た  
め に 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 近 位 部 分 （ 例 え ば 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の シ ー ス 通 路 ４  
６ ９ に 沿 っ て 延 び る テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 細 長 い 部 分 の 近 位 端 ） は 、 ガ イ ド シ ー ス ３  
６ ７ に 対 し て 遠 位 方 向 に 前 進 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 テ ー パ 状 先 端  
要 素 ５ ９ ０ の 近 位 部 分 は 、 例 え ば 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ を 前 進 さ せ る よ う に 、 ユ ー ザ  
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に よ っ て 操 作 す る こ と が で き る 。 更 に 、 使 用 中 に 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ５ ９ ０ の 段 付 き 面 ５  
９ ８ を ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に 向 か っ て 及 び ／ 又 は ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に 対 向 し て 前 進 さ せ  
る よ う に ( 例 え ば 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う た め に ) 、 例 え  
ば 、 第 ２ の 位 置 ( 図 ４ Ｂ ) か ら 第 １ の 位 置 ( 図 ４ Ａ ) ま で 前 進 さ せ る よ う に 、 テ ー パ 状 先 端 要  
素 ５ ９ ０ の 近 位 部 分 は 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に 対 し て 近 位 方 向 に 前 進 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ は 、 血 管 内 へ の 安 全 か つ 効 果 的 な 挿 入 及 び 血 管 に 沿 っ た 移 動 を 可 能 に  
す る 拡 張 器 ６ ６ ０ の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 、 拡 張 器 ６ ６ ０ は 、 柔 軟 な  
テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ を 含 む こ と が で き 、 柔 軟 な テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ は 、 拡 張 器 ６  
６ ０ の 一 部 で あ っ て も よ く 、 拡 張 器 ６ ６ ０ と は 別 個 で あ っ て も よ い ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の  
実 施 形 態 に 対 し て 拡 張 器 ６ ６ ０ の 長 手 軸 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 、  
柔 軟 な テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ は 、 柔 軟 な テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ の 遠 位 端 ６ ９ １ に 隣 接  
す る 遠 位 テ ー パ 面 ６ ９ ７ を 含 む こ と が で き る 。 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 柔 軟 な テ  
ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ は 、 遠 位 面 ６ ９ ６ を 含 む 柔 軟 な 延 長 部 ６ ９ ８ を 含 む こ と が で き る 。  
遠 位 面 ６ ９ ６ は 、 拡 張 器 ５ ６ ０ の 長 手 軸 に 対 し て 概 ね 垂 直 で あ り 、 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 拡  
張 器 ６ ６ ０ が 第 １ の 位 置 に あ る と き な ど に 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ５ ７ ０ と 係 合 し  
て そ れ を 保 護 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 柔 軟 な  
テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ は 、 例 え ば 拡 張 器 ６ ６ ０ が 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 で 移 行  
す る と き 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 部 分 と ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 第 １ の 位 置 （ 図 ５ Ａ ） で は 、 柔 軟 な テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ の 段 付 き 面 ６ ９ ６  
は 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ６ ７ ０ と 係 合 し 、 例 え ば 血 管 内 へ 挿 入 す る と き 及 び 血 管  
に 沿 っ て 移 動 と き に 血 管 に 損 傷 を 与 え る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に  
、 第 ２ の 位 置 で は 、 柔 軟 な 延 長 部 ６ ９ ８ は 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ６ ７ ０ 上 で 半 径  
方 向 に 拡 張 し 、 近 位 方 向 に 収 縮 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 拡 張 器 ６ ６ ０ は 、 拡 張 器 ６ ６  
０ の 近 位 部 分 上 で ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ を ト ラ ッ キ ン グ す る と き に 第 ２ の 位 置 を 形 成 す る こ  
と が で き る 。 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の い く つ か の 実 施 形 態 は 遠 位 延 長  
部 ６ ８ ０ を 含 む こ と が で き 、 遠 位 延 長 部 ６ ８ ０ は 、 拡 張 器 ６ ６ ０ が 第 １ の 位 置 に あ る と き  
に 柔 軟 な 延 長 部 ６ ９ ８ の 内 壁 に 沿 っ て 支 持 を 提 供 し 、 柔 軟 な テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ の ガ  
イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に 対 す る 引 き 込 み を 制 限 す る こ と が で き る 。 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 ガ イ  
ド シ ー ス ３ ６ ７ は 、 シ ー ス 通 路 ４ ６ ９ を 有 す る 細 長 い 本 体 ３ ６ ８ を 含 み 、 シ ー ス 通 路 ４ ６  
９ は 、 例 え ば 、 近 位 テ ー パ 状 領 域 ５ ９ ５ に 隣 接 し て 近 位 に 延 び る 細 長 い 管 状 要 素 で あ っ て  
も よ く 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ の 近 位 部 分 は 、 ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 し 、 シ ー ス 通 路 ４ ６  
９ に 沿 っ て 延 び る こ と が で き る 。 テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ は 拡 張 器 通 路 ６ ６ ４ を 含 む こ と  
が で き 、 こ れ に よ っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ １ ５ は 、 例 え ば 、 細 長 い 管 状 要 素 に 沿 っ て 延 び て  
、 拡 張 器 ６ ６ ０ を 貫 通 し て 延 び る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 え ば 、 使 用 中 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ の 近 位 部 分 ( 例 え ば 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の  
シ ー ス 通 路 ４ ６ ９ に 沿 っ て 延 び る テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ の 細 長 い 部 分 の 近 位 端 ) は 、 ガ  
イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に 対 し て 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 遠 位 方 向 へ の  
前 進 、 例 え ば 、 第 ２ の 位 置 ( 図 ５ Ｂ ) か ら 第 １ の 位 置 ( 図 ５ Ａ ) へ の 前 進 に よ っ て 、 テ ー パ 状  
先 端 要 素 ６ ９ ０ の 段 付 き 面 ６ ９ ６ が 前 進 し 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 ６ ７ ０ に 対 し て  
概 ね 平 行 に 配 置 さ れ る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ の 近 位 部 分 (  
例 え ば 、 細 長 い 内 腔 ) は 、 ユ ー ザ に よ っ て 操 作 さ れ 、 例 え ば 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ を  
前 進 さ せ る こ と が で き る 。 更 に 、 使 用 中 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ６ ９ ０ の 近 位 部 分 は 、 ガ イ ド  
シ ー ス ３ ６ ７ に 対 し て 近 位 方 向 に 前 進 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 テ ー パ 状 先 端 要 素 ６  
９ ０ の 柔 軟 な 延 長 部 ６ ９ ８ が 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ に 向 か っ て 、 及 び ／ 又 は ガ イ ド シ ー ス  
３ ６ ７ か ら 半 径 方 向 外 側 に 前 進 し 、 例 え ば 、 第 １ の 位 置 ( 図 ５ Ａ ) か ら 第 ２ の 位 置 ( 図 ５ Ｂ )  
へ 前 進 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 拡 張 器 が 第 ２ の 位 置 に あ る と き  
、 柔 軟 な 延 長 部 ６ ９ ８ は 、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 外 面 に 対 し て 係 合 し 、 及 び ／ 又 は ガ イ ド  
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シ ー ス ３ ６ ７ の 外 面 に 沿 っ て 延 び る こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 で は 、 柔 軟 な 延 長 部 は  
、 ガ イ ド シ ー ス ３ ６ ７ の 遠 位 端 を 完 全 に 又 は 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 述 し た デ バ イ ス の い ず れ か 又 は 全 て は 、 シ ス テ ム の コ ン ポ ー ネ ン ト の １ つ 又 は 複 数 が  
共 通 の パ ッ ケ ー ジ 又 は パ ッ ケ ー ジ の コ レ ク シ ョ ン に 含 ま れ る よ う に 、 キ ッ ト の 形 で ユ ー ザ  
に 提 供 さ れ て も よ い 。 ア ク セ ス シ ー ス キ ッ ト の 実 施 形 態 は 、 上 述 し た よ う に 、 全 て が 血 管  
へ の ア ク セ ス の た め に 構 成 さ れ た ア ク セ ス シ ー ス 、 拡 張 器 、 及 び ガ イ ド ワ イ ヤ の １ つ 又 は  
複 数 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 明 細 書 に は 多 く の 具 体 的 な 内 容 が 含 ま れ て い る が 、 こ れ ら は 、 請 求 さ れ る 発 明 の 範 囲  
又 は 請 求 さ れ 得 る も の を 制 限 す る も の と し て 解 釈 さ れ る べ き で は な く 、 む し ろ 特 定 の 実 施  
形 態 に 特 有 の 特 徴 の 説 明 と し て 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。 本 明 細 書 に お い て 別 々 の 実 施 形 態  
の 文 脈 で 説 明 さ れ て い る 特 定 の 特 徴 は 、 １ つ の 実 施 形 態 で 組 み 合 わ せ て 実 装 さ れ る こ と も  
可 能 で あ る 。 逆 に 、 １ つ の 実 施 形 態 の 文 脈 で 説 明 さ れ て い る 様 々 な 特 徴 は 、 複 数 の 実 施 形  
態 で 個 別 に 、 又 は 任 意 の 適 切 な サ ブ 組 み 合 わ せ で 実 装 す る こ と も で き る 。 更 に 、 前 述 で 特  
徴 が 所 定 の 組 み 合 わ せ で 機 能 す る と 説 明 さ れ 、 当 初 は そ の よ う に 請 求 さ れ て い た と し て も  
、 請 求 さ れ た 組 み 合 わ せ の １ つ 又 は 複 数 の 特 徴 が 当 該 組 み 合 わ せ か ら 削 除 さ れ る こ と が で  
き 、 請 求 さ れ た 組 み 合 わ せ は 、 サ ブ 組 み 合 わ せ 又 は サ ブ 組 み 合 わ せ の バ リ エ ー シ ョ ン に 導  
か れ る こ と も で き る 。 同 様 に 、 図 面 で は 操 作 が 所 定 の 順 序 で 示 さ れ て い る が 、 望 ま し い 結  
果 を 得 る た め に は 、 そ の よ う な 操 作 が 示 さ れ た 特 定 の 順 序 又 は 連 続 し た 順 序 で 実 行 さ れ る  
こ と 、 又 は 示 さ れ た 全 て の 操 作 が 実 行 さ れ る 必 要 が あ る と 理 解 さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 明 細 書 で は 、 様 々 な 方 法 及 び デ バ イ ス の 実 施 形 態 が 、 所 定 の バ ー ジ ョ ン を 参 照 し て 詳  
細 に 説 明 さ れ て い る が 、 他 の バ ー ジ ョ ン 、 実 施 形 態 、 使 用 方 法 、 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ  
も 可 能 で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。 し た が っ て 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 精 神 及 び 範 囲 は  
、 本 明 細 書 に 含 ま れ る 実 施 形 態 の 説 明 に 限 定 さ れ る べ き で は な い 。
【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】
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【 図 ２ Ａ 】 【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】
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【 図 ４ Ｃ 】 【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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